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2005年、日本とニカラグア共和国の外交関係樹立70周年を記念し
て、ニカラグア国内で発行された友好切手。４種類の図柄には、左
から、ニカラグアの養護学校で日本のボランティアが生徒に絵を教
えている場面、富士山とモモトンボ山、草の根無償資金協力により
建設された橋、桜とサクアンホチェ（ニカラグア国花）が描かれている

写真提供：筆者（左ページも）

70
年
に
わ
た
る
友
好
関
係

昨
年
２
０
０
５
年
は
、
日
本
と
ニ
カ
ラ
グ

ア
共
和
国
の
外
交
関
係
樹
立
70
周
年
に
あ
た

り
、
両
国
首
脳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
、
ニ
カ
ラ

グ
ア
国
内
で
の
４
種
類
の
美
し
い
友
好
切
手

の
発
行
、日
本
庭
園
を
含
む
日
・
ニ
カ
ラ
グ
ア

公
園
建
設（
首
都
マ
ナ
グ
ア
市
）、
26
に
も
及
ぶ

文
化
行
事
、
10
月
の
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
の

ご
訪
問
な
ど
、
数
多
く
の
記
念
行
事
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、８
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
日
本
・

中
米
首
脳
会
談
で
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
統

合
機
構
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の

議
長
国
と
し
て
参
加
。

続
い
て
行
な
わ
れ
た
愛

知
万
博
の「
中
米
の
日
」

で
は
、ニ
カ
ラ
グ
ア
の

マ
セ
ワ
ル
民
族
舞
踊
団

の
色
鮮
や
か
な
踊
り
を

見
ら
れ
た
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る

い
は
、
日
本
貿
易
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

後
援
の
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

Ｘ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
国

際
食
品
・
飲
料
展
）
」
な
ど
で
、
一
般
の
コ
ー

ヒ
ー
の
市
場
価
格
の
10
倍
で
取
り
引
き
さ
れ

る
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
グ
ル
メ
コ
ー
ヒ
ー
や
米
国

で
最
も
人
気
の
あ
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
産
高
級
葉

巻
（
パ
ド
ロ
ン
、
プ
ラ
セ
ン
シ
ア
な
ど
）、
胡
麻
、

牛
肉
、
ラ
ム
酒
な
ど
に
、
す
で
に
親
し
ん
で

お
ら
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
実
に
70
年
に
も
わ

た
る
古
い
友
好
国
な
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
ニ

カ
ラ
グ
ア
に
２
回
勤
務
し
（
書
記
官
と
し
て
１

９
９
１
〜
96
年
、
参
事
官
と
し
て
２
０
０
１
〜
06

年
）、
最
大
の
ド
ナ
ー
国
と
し
て
の
経
済
協
力

の
積
極
的
実
施
（
毎
年
20
〜
30
億
円
の
無
償
資

金
協
力
、
中
南
米
地
域
で
最
も
多
い
64
件
﹇
04

年
実
績
﹈
の
草
の
根
無
償
資
金
協
力
）、
国
連
安

保
理
関
連
決
議
の
共
同
提
案
国
や
国
際
捕
鯨

委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
で
の
協
力
な
ど
の
国
際
場

裡
で
の
緊
密
な
協
力
、
そ
し
て
、
幅
広
く
深

い
文
化
交
流
を
懸
命
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
両
国
関
係
が
最
良
の
レ
ベ
ル
に
あ

る
こ
と
を
見
と
ど
け
、
計
10
年
近
く
に
わ
た

る
ニ
カ
ラ
グ
ア
勤
務
を
終
え
て
、
今
年
２
月
、

在
マ
イ
ア
ミ
日
本
国
総
領
事
館
に
首
席
領
事

と
し
て
転
勤
し
ま
し
た
。

ル
ベ
ン
・
ダ
リ
オ
勲
章
の
叙
勲

こ
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
経
済
指
標
の
上
で
は
、

中
南
米
で
ハ
イ
チ
に
次
ぐ
最
貧
国
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
土
の
豊
か
さ
、
労
働
力
の
質
の
高

さ
、
そ
し
て
、
特
に
文
化
的
な
豊
か
さ
に
は
、目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

実
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
詩
と
詩
人
の
国

な
の
で
す
。
週
末
の
新
聞
に
は
、
必
ず
詩
の

特
集
が
絶
え
る
こ
と
な
く
掲
載
さ
れ
、
国
際

詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
冠
婚
葬

祭
や
記
念
行
事
の
演
説
に
は
、
必
ず
詩
の
朗

読
や
有
名
な
詩
の
一
節
が
引
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
た
１
５
０
以
上
の

ニカラグアの
国民詩人、
ルベン・ダリオの
詩と翻訳
渡
わ た

邉
な べ

尚
な お

人
ひ と

在マイアミ日本国総領事館首席領事

筆者が日本語に翻訳したルベン・ダリオ
の代表作『青…』。ダリオは３歳で読み書
きをし、少年時代には『ドン・キホーテ』『聖
書』『千一夜物語』を読み、13歳で少年詩
人として中米に知られた。出国後、新聞の
論説委員や特派員、新大陸発見400年周
年代表メンバーやパリ駐在領事、スペイ
ン駐在公使など、外交官としても活躍した
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わたなべ　なおひと●東京外国語大学外国
語学部スペイン語科卒業後、外務省入省。
スペイン、ベネズエラ、ニカラグア、ブラジル
（リオ・デ・ジャネイロ広報文化センター所長）
での海外勤務を経て、2006年２月より現職。
ダリオ作品の翻訳のほかに、著書として文学
小説『ロスト・ファミリー―失われた家族の
肖像』『死ンデモ愛シテル』などがある

小
学
校
の
引
き
渡
し
式
で
は
、
必
ず
小
学
生

が
滔
々

と
う
と
う

と
長
い
詩
を
朗
読
す
る
の
で
す
。
革

命
時
代
（
79
〜
90
年
）
に
は
、
詩
人
で
な
い

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
を
探
す
の
が
難
し
い
と
言
わ

れ
た
も
の
で
す
。

私
が
最
初
に
赴
任
し
た
91
年
、
ニ
カ
ラ
グ

ア
湖
の
船
着
き
場
で
遊
覧
の
小
船
に
乗
ろ
う

と
し
て
い
る
と
、
ボ
ロ
を
ま
と
っ
た
小
さ
な

女
の
子
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
信
号

で
止
ま
る
と
お
金
を
ね
だ
る
子
供
達
が
多
か

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
小
銭
を
ね
だ
る
の
か

と
思
っ
て
い
る
と
、
そ
の
女
の
子
が
何
と
詩

を
朗
々
と
諳
ん
じ
る
の
で
す
。
私
は
、
大
変

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
裸
足
の
女
の
子

が
妖
精
の
よ
う
に
も
見
え
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
詩
こ
そ
が
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
国
民
的
英

雄
の
詩
人
ル
ベ
ン
・
ダ
リ
オ
（
１
８
６
８
〜
１

９
１
６
年
）
の
詩
で
し
た
。

こ
の
様
に
始
ま
る
「
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
デ
ル
・

バ
イ
レ
に
捧
ぐ
」
と
い
う
詩
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア

の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
朗
誦
し
、ス

ペ
イ
ン
の
小
学
校
の
教
材
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
詩
を
含
む
『
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ

の
旅
、
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ゾ
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
』
を
94

年
に
、
05
年
に
は
代
表
作
の
『
青
…
』
を
発

表
か
ら
１
１
７
年
目
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
日

本
語
に
翻
訳
し
ま
し
た
。
序
文
は
、
詩
作
も

た
し
な
む
カ
ル
デ
ラ
外
相
と
ア
レ
リ
ャ
ー
ノ
・

ニ
カ
ラ
グ
ア
言
語
ア
カ
デ
ミ
ー
会
長
が
書
い

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
翻
訳
に
よ

り
、
私
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
よ
り
ル
ベ
ン
・
ダ

リ
オ
勲
章
を
叙
勲
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
言
語
ア

カ
デ
ミ
ー
の
海
外
会
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
的
詩
人
の
生
涯
と
業
績

ル
ベ
ン
・
ダ
リ
オ
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
文
学
の

巨
星
で
モ
デ
ル
ニ
ス
ム
の
父
で
す
。
19
歳
で

出
国
し
、
22
歳
で
発
表
し
た
『
青
…
』
は
、
モ

デ
ル
ニ
ス
ム
の
代
表
作
と
な
り
ま
す
。
作
品

は
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
多
様
な
韻
律
、
視
聴

覚
に
訴
え
る
光
と
色
の
反
射
効
果
、
仏
語
な

ま
り
や
新
造
語
、
礼
拝
用
語
や
古
語
な
ど
の

豊
か
な
語
彙
に
よ
り
、
彫
刻
、
絵
画
、
音
楽

世
界
が
詩
空
間
に
表
現
さ
れ
る
如
き
で
す
。

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
中
世
の
伝
説
、

さ
ら
に
日
本
や
中
国
の
東
洋
の
モ
チ
ー
フ
を
、

時
空
間
を
越
え
、
た
く
ま
し
い
想
像
力
と
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
視
点
か
ら
大
胆
に
モ
デ
ル

ニ
ス
ム
に
融
合
し
て
い
る
の
で
す
。

ダ
リ
オ
は
、
愛
知
万
博
の
１
０
５
年
前
、

１
９
０
０
年
の
パ
リ
万
博
に
も
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
「
ラ
・
ナ
シ
オ
ン
」
紙
特
派
員
と
し
て

参
加
し
、
日
本
の
風
物
を
記
事
に
し
て
い
ま

す
。
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
や
ユ
デ
ィ

ス
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
、
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
な

ど
の
作
品
を
幅
広
く
読
み
、
パ
リ
で
流
行
し

た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
、

文
学
、
国
民
性
に
深
い
理
解
を
示
し
、
古
き

良
き
伝
統
的
日
本
を
忘
れ
、
西
洋
軍
事
帝
国

主
義
の
道
に
入
っ
て
い
く
日
本
を
嘆
い
て
い

ま
す
。
日
本
文
化
に
深
い
憧
憬
を
抱
き
、
い

わ
ば
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
研
究

の
草
分
け
と
も
言
え
る
文
学
者
で
し
た
。

ダ
リ
オ
は
、
ス
ペ
イ
ン
文
学
の
模
倣
か
ら

脱
し
、
仏
言
語
・
文
学
へ
の
接
近
に
よ
り
自

立
し
た
独
創
的
イ
ス
パ
ニ
ア
文
学
、
近
代
文

学
を
構
築
し
た
の
で
す
。
そ
の
偉
業
は
、
生

年
没
年
が
同
じ
明
治
の
文
豪
、
夏
目
漱
石
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
勤
務
地
、
こ
こ
マ
イ
ア
ミ
は
、
50

万
人
と
も
い
わ
れ
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
第
２
の
首
都

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
文
化
的
多
様
性
の
あ
る
当
地
に
お
い
て
も
、

日
本
と
の
接
点
を
持
つ
ダ
リ
オ
に
つ
い
て
の

講
演
な
ど
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。a

旧マナグア大聖堂。マナグア市中
央の共和諸国広場の向かいにあ
る。1972年の地震で崩壊した大聖
堂が部分的に修復されている


